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１．はじめに
学習指導要領の改定作業を進めている中央教育審議会
の専門部会は、昨年12月改正の教育基本法に盛り込まれ
た教育目標「伝統と文化の尊重」の実現を目指すべく、
中学校の保健体育で選択必修になっている武道を必修化
することを大筋で了承した。武道といってもその中には
柔道や剣道、空手、合気道など様々な競技種目が存在し
ており、種目ごとに固有の伝統や文化を継承している。
最近では武道も国際化され、それぞれの種目が世界各
国で盛んにおこなわれている。オリンピックなどでは日
本のお家芸といわれている柔道でさえも世界の上位に君
臨し続けることが難しくなっている。また、昨年12月に
台湾（中華民国）台北市でおこなわれた第13回世界剣道
選手権大会において、男子団体戦の部で、過去ずっと優
勝し続けていた日本がアメリカ合衆国に敗退するという
衝撃的なニュースは今も記憶に新しい。
そのアメリカ合衆国へ文部科学省海外先進研究実践支
援プログラムに採択され、平成18年７月より９ヶ月の間、
滞在し教育・研究活動を行う機会を得ることが出来た。
筆者はアメリカ合衆国（以下、アメリカと記す）の南東
部に位置するジョージア州アトランタにあるジョージア
工科大学に籍を置き、仕事・研究内容も剣道とは違うも
のであったが、ライフワークの一つとして実践している
「剣道」を通して、現地の人達とのコミュニケーション
をとることを渡米当初から目的の一つとして掲げていた。
そこで、本レポートでは、筆者が滞在中に参加した行事
や感じたことなどをアメリカ南東部中心に報告したい。
ジョージア州アトランタは、以前オリンピックが開催
された都市としても有名であるが、アメリカ南部最大の
都市として人口だけでなく、コカコーラや CNN などの
世界的に有名な企業の本社があり、商業や工業に関して
も全米で有数の都市である。そのアトランタ市近郊には
４つの剣道クラブが存在している。日本人が責任者とな
り指導を行っている剣道クラブだけでなく、アメリカ人
が指導をおこなっているクラブや、韓国人が経営や指導
をしている剣道（コムド）クラブも存在する（現在、ア
メリカ国内では韓国からの移民が多く、剣道指導を本職
としている人達も少なくないようである）。その中で、
筆者は全米剣道連盟の傘下である Georgia Kendo
Alliance（ジョージア剣道クラブ）へクラブの一員とし
て、週２回２時間程度の稽古へ参加させていただいた。
この剣道クラブはアメリカ南東部の中では大きなクラブ
であり、会員数も子供から大人まで総勢70名程度が在籍
している。稽古場所は民間のスポーツクラブにあるバス
ケットボール用の体育館を利用し、床はコンクリートの
上へ板を張ったような堅い床であり、人数の割には狭く、
決して恵まれた環境とはいえない状態であった。また、
環境だけでなく剣道の技量なども、カリフォルニアやニ
ューヨークといった日系人の多い地域に比べまだまだ差
があるように感じられた。
２．全米剣道連盟の組織
アメリカでは All US Kendo Federation（全米剣道連
盟）という団体がアメリカ全体の組織を統括している。
この組織は日本でいう全日本剣道連盟のようなものであ
り、FIK（国際剣道連盟）の加盟団体でもある。この組
織の下にそれぞれの地区の剣道連盟が存在し、各道場や
クラブがその地区の剣道連盟へ加盟するシステムをとっ
ている。大半の道場やクラブは地区の剣道連盟へ所属し
ているが、金銭的なことや政治的な問題で加盟していな
い団体もあるそうである。また、全米剣道連盟のホーム
ページでは加盟している道場やクラブの所在地なども、
地区ごとに検索することが出来る。
筆者が所属していたクラブはノースキャロライナ州、
サウスキャロライナ州、ジョージア州、テネシー州、フ
ロリダ州、ケンタッキー州、バージニア州などを統括し
ている South East US Kendo Federation（アメリカ南東
部剣道連盟）へ加盟していた。それぞれの州には１つ以
上の道場やクラブが存在するが、日本のようにその数は
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多くない。特に全米の中でも道場やクラブが少なく、聞
くところによるとカリフォルニア州などの日系人が多く
いる地域に比べるとその数は南東部の全てを足しても10
分の１にも満たないそうである。
アメリカでも、全日本選手権大会と同じ意味合いを持
つ全米選手権大会がおこなわれている。この大会は３年
に一度おこなわれ、各地区で勝ち上がった選手が出場権
を手にするといった具合である。なお、全米選手権での
上位入賞者は世界選手権大会へ向けての強化選手とな
り、強化合宿や強化試合で勝ち残った者が、晴れてナシ
ョナルチームのメンバーとして選出されるのだそうだ。
残念ながら未だ、南東部から代表選手は出ていない。
３．Georgia Kendo Alliance（ジョージア剣道クラブ）
筆者が所属していたジョージア剣道クラブ（以下ＧＫ
Ａ）は1977年に David Holt 氏によって設立された。
Holt 氏は1974年、広島へ米海兵隊員として駐留してい
る際に剣道と出会い、帰国してからアトランタに剣道ク
ラブを立ち上げたそうである。当時はアメリカ南東部に
剣道ができる環境が無かったため、南東部唯一の剣道ク
ラブであり、徐々に会員数も増えていったようだ。後に
Holt 氏は、再度来日し、1990年まで熊本工大高校にて
英語教師として教鞭をとる傍ら、同校剣道部の顧問も兼
任していたそうである。蛇足ではあるが、当時の生徒に
は大阪府警察で活躍している寺本将司選手も在籍してい
た。今でもHolt氏は健在であり、普段の稽古は欠かさず
参加していた。
現在はクラブの責任者として、地元で幼稚園を経営し
ている新井邦敏氏（錬士６段）をはじめ数名の若い日本
人指導者が指導をおこなっている。彼らは日本企業の現
地駐在員であり、段位は４・５段と決して高段位ではな
いが、非常に丁寧な指導をおこなっているという印象を
受けた。アメリカでは４段以上のものは指導者（先生）
として上座に立つことが一般的だそうである。ちなみに
彼ら指導者は全てボランティアで指導料などは受け取っ
ていない。クラブのマネージメントは古くから在籍して
いる会員がおこなっており、月々の月謝（30ドル）や講
習会、大会などの参加費などの管理まですべてこなして
いた。
稽古は木曜日19時から21時と土曜日の17時から19時30
分までの週２回それぞれ２時間程度であり、稽古内容も
日本とさほど変わらず、日本剣道形から始まり基本稽古、
互格稽古、掛かり稽古と、皆一生懸命稽古に打ち込んで
いた。在籍しているメンバーは剣道を習い始めて１・２
年程度という初心者が多く、有段者（初段から３段）は
全体の３分の１程度であった。メンバーの国籍も日本人、
韓国人、アメリカ人、その他の国の人達とそれぞれ均等
に分かれており、日本人も十数名とそれほど多いわけで
はない。
クラブのメンバーは随時募集中とのことであり、映画
「ラストサムライ」の影響で一時期、急に増加したが、
ほとんどが一年未満で辞めていってしまったそうであ
る。毎年数十名の入門者がいるようだが、辞めていく者
も多く、なかなか剣道人口を増やしていく事は難しいよ
うだ。少しでも長く剣道を続けて欲しいと願っているよ
うだが、なかなか長続きする者は少ないと指導者たちは
嘆いていた。この件に関しては、日本国内でも例外では
なく、世界中の指導者が持つ共通の悩みかもしれない。
しかし、会員の中には日本人指導者に剣道を習うために
隣の州から毎週土曜日には３時間以上もかけて通ってき
ている熱心な者も数人おり、日本ではなかなか実行でき
ないような貪欲な姿勢には感銘を受けた。
４．South East US Kendo Federation
（南東部剣道連盟）の行事
各地区によって、日本と同様いくつかの行事がおこな
われている。それらは主に、講習会、昇段審査、大会で
ある。
特に、年に数度の講習会は剣道の正しい知識の普及や
啓蒙のためにも不可欠であり、その内のいくつかのもの
は、日本から来米する著名な先生より直接指導を受ける
ことの出来る数少ないチャンスでもある。筆者が滞在し
ている間にも、南東部剣道連盟主催の剣道セミナーが開
催され、日本から亀井徹氏（教士８段、熊本県）が講師
としてアトランタへ来られた。さらに筆者が渡米する以
前の２月には梯正治氏（範士８段、東京都）が全米剣道
連盟主催の講習会講師として南東部へ招かれたそうであ
る。この他にも、全米剣道連盟主催の講習会などが各地
で年間２回ほど催されているそうであるが、開催される
場所も全米各地に広がっており、そのための旅費も相当
な額になってしまうため、こういった地区で開催される
講習会以外はなかなか参加できないらしい。また、招聘
する講師も日本人だけに限らず、韓国人も含め様々な角
度から検討されていると聞いた。現に韓国人講師を招聘
した例もあるそうだ。
写真２　亀井氏による講習会
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アメリカだけでなく、世界各国においてこのような講
習会はおこなわれていると思うが、日本の中でもなかな
か指導を受けることのできない先生からも、直接指導を
受けられるということはある意味羨ましい環境かもしれ
ない。ちなみに亀井氏の講習会の参加費は15ドルであっ
た。
講習会と同じように、年に数回の大会（試合）もおこ
なわれている。こういった大会は連盟主催のものだけで
なく、各道場やクラブが主催しているものも多く、年に
５回程度おこなわれているようである。筆者もテネシー
でおこなわれたジュニアの大会と連盟主催の大会へ審判
員として参加させていただいた。
テネシーでおこなわれたジュニアの大会は連盟主催で
はなく、テネシー明治学院高等学校が主催している大会
であり、当校の教諭である前田忍氏（教士７段）が７年
ほど前から、剣道を習っている子供たちへ試合の機会を
与えようと始めたそうである。初めは細々と始まった大
会も回を重ねるごとに規模が大きくなり参加する人数も
随分と増えたようだ。しかし、残念なことに平成19年で
テネシー明治学院の廃校が決まっており次回大会の開催
は未定だそうである。時代の流れで仕方ないことなのか
もしれないが、是非ともこういった大会は続けていって
欲しいものである。大会自体は国際色豊かで、選手は勿
論父兄までもが大いに白熱する日本では感じることの出
来ないアメリカらしい雰囲気であった。また、入賞者だ
けでなく、参加者全員へメダルが授与されていた。この
「参加賞」的なメダルを楽しみに毎年大会へ来ている子
供たちも少なくないようだ。メダル自体は安価なもので
あったが、閉会式に役員や審判員の先生から首にかけて
もらうことで、試合には負けても入賞した気分に浸れる
のかもしれない。彼らの目は非常に輝いていたように思
う。こういうことは是非日本でもやってもらいたいと感
じた。
連盟主催の大会はノースキャロライナ州にておこなわ
れた。この大会はジュニア、一般、女子の部というよう
に区分されており、一般の部は無段者の部と段位別（初
段から４段、５段以上）のカテゴリーに分けられていた。
また、個人戦のほかに団体戦（５人制）もあり、これは
段位も関係なくジュニアから一般、女性まで誰が入って
もかまわないオープン参加であった。この団体戦では、
私が所属している GKA チームが見事優勝した。これは
今までで初めてのことであったようで選手、監督は非常
に喜んでいた。個人戦においても GKA 選手の活躍は目
覚ましく、全てのカテゴリーで入賞を果たしていた。
試合内容も、多少打ちや技に硬さが見られたが、それ
ぞれのカテゴリーにふさわしいものであったと感じた。
筆者が言うのもおこがましいが、日本国内でおこなわれ
ている試合と比較してもそれほど遜色はないと感じられ
た。
アメリカでは講習会や大会の後に、昇段審査をおこな
うことが多い。審査員となる先生方が揃うから、という
のが理由らしい。この大会の翌日にも３段までの審査が
おこなわれた。審査内容は日本とほとんど変わりないが、
ここでは立会での合格者が形審査をおこなうのではな
く、全員が形まで終了してから合否を発表するというや
り方をとっていた。
日本では、１級や初段はよほどのことが無い限り、不
合格となることはないだろう。しかし、アメリカでは１
級や初段でも結構不合格となっているようであった。筆
者が見る限りでは不合格者も合格者に比べ、それほどレ
ベル的に低いわけではないとは思ったが、審査なのでな
んともいえない。ただ、個人的な意見を述べるとアメリ
カの方が日本よりも少し厳しいといったところだろう
か。
審査が終了すると、合格者は登録料などの支払いをお
こなう。日本では現金で支払うというのが一般的である
と思われるが、アメリカでは普段現金をあまり持ち歩か
ないため、小切手で支払っていた。こんなところでも文
化の違いを感じた。また、選手は大会などへ行く交通手
段としてもっぱら自動車を使っている。日本と違って高
写真３　テネシーでおこなわれたジュニア大会
写真４　ノースキャロライナでの大会
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速道路が無料ということもあるが、余程遠い場合を除い
て、飛行機等は使用しないらしい。この大会の時も、ア
トランタから自動車で７時間程度かけて参加している。
筆者も選手と共に前日の夕方に出発する予定であった
が、どうしてもやらなければならない仕事があり、当日
の早朝（夜中）に自動車で出発し、妻と運転を交代しな
がらやっと会場まで辿り着いた。
５．剣道に関する資料、防具等
現代社会において、インターネットが必要不可欠とな
っている。剣道に関する情報や防具等も彼らは、インタ
ーネットを非常に有効なツールとして利用しているよう
だ。防具に関しても北米に拠点を置く防具店より、イン
ターネットを通じて廉価で購入しているそうである。筆
者が見聞きする限りでは、日本で販売されているものと
同様の品質と価額であると感じられた。しかし、彼らの
話を聞くと面などはサイズがなかなかしっくりとこない
ようである。採寸をして注文を出しても、欧米人と東洋
人とでは頭部などの骨格が若干違うため、面の「物見」
の位置がずれていたり、面と頬に隙間が生じるなどと、
それなりの問題を抱えているようであった。
映像などの情報に関しても、インターネット環境を活
用しているようであった。最近ではインターネット上に
ある無料映像配信サイトで、剣道に関する試合やテレビ
番組がウェブ上へすぐにアップされるため、そういった
映像サイトも彼らの情報源の一つになっていた。また、
驚くことに、日本国内においても非常にローカル大会や
有名選手が出場している全日本選手権の予選を録画した
ビデオを持っている者もいた。彼らに聞くと誰が撮った
ものか定かではないが、何度もダビングされて手元に渡
ってきたということだ。なお、全日本選手権大会は、現
地でもケーブルテレビの日本語チャンネルへ加入してい
れば日本と同じように観賞する事ができ、その番組を録
画したビデオテープはすぐに大多数のクラブ員へ出回っ
てしまうほどであった。
６．おわりに
アメリカの南部は北東部などに比べ、生活水準が低く
なかなかスポーツなどにお金をかけることができないと
聞いた。特に将来プロスポーツ選手になって大金を稼ぐ
こともできないスポーツや武道は、自然と敬遠されてし
まっているらしい。剣道をおこなうためには、他のスポ
ーツと違い、防具や竹刀といった道具にかかる出費もあ
り、経済的に恵まれていないと難しいようである。
最近では年に一度、日系の企業や領事館などが「ジャ
パンフェスタ」なる催しを開催し、日本文化を南東部へ
も広めようと努力をしている。その甲斐もあってか、ア
メリカ南東部における「剣道」に関する認知度もここ数
年で随分と高くなり、少しずつではあるが剣道人口も増
加しているそうである。カリフォルニアやニューヨーク
などの地域に比べ、道場数も剣道人口も劣っており、全
米選手権でも上位に食い込んでいける選手はいまだ育っ
ていない。近い将来に、南東部剣道連盟からナショナル
チームのメンバーを出すことが当面の目標だそうであ
る。
滞在期間９ヶ月と短い間であったが、私生活において
も GKA のメンバーにはいろいろな面で助けてもらっ
た。本来の仕事場である研究室のメンバーよりも長い時
間を一緒に過ごしていた。また、毎回の稽古終了後には
年齢の近いメンバー数人と酒を飲みながら、お互いの剣
道観や夢を語り合うことができた。これは筆者にとって
非常に大きな財産である。我々日本人が考えている「剣
道」と外国人が考える「剣道」には少なからずギャップ
があり、そのギャップが何なのかは上手く説明できない
が、それを今すぐに埋めることは非常に困難かもしれな
い。特に、稽古や試合に対する概念は難しいようで、剣
道は「試合で勝つことが全てではない」とわかっている
ようではあるが、なかなか理解しにくいところもあるか
もしれない。しかし、世界大会における日本チームの敗
退については「勝負において負けることは仕方のないこ
写真５　昇段審査の様子
写真６　ジャパンフェスタでおこなわれた
剣道デモンストレーション
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と」とある意味、日本国内よりも冷静に受け止めていた
ようであった。
筆者が思うに、彼らが考える「剣道の強さ」を測る物
差しは高段位を目指す日本人が共通して持つ「中心を割
って打ち勝つ」というようなものではなく、言葉は悪い
かも知れないが、一般の大学生や高校生のような「上手
く当てる」ことを指しているのかもしれない。現に彼ら
は全日本選手権など、試合のビデオを身近な「テキスト」
として技術向上のための参考にしており、稽古において
も小手先の技が多く、中心を攻め割って正面を打つとい
うことは少ないように感じた。残念なことに日本人が共
通して持つ剣道に関する価値観を上手く教授してくれる
師や環境が彼らのまわりでは少ない。また、彼らは剣道
を始めて日も浅い。今後何十年も剣道の修行を長く続け
ていく上で、我々日本人の持つ価値観へ徐々に近づいて
いくものと期待している。
彼らは自分達で道場を建てるという壮大な夢を持って
いた。そのために毎月クラブの有志から資金を積み立て
ているそうである。また、講習会での講師も八段の偉い
先生ではなく、現在一線で活躍している選手を招聘し、
技術指導を受けてみたいとも話していた。こういった剣
道に対する熱い思いを日本から遠く離れた外国人が持っ
ているということは、日本人として非常にうれしい限り
である。また、クラブに所属している韓国人の中には、
講習会で指導を受けた日本人指導者がおこなう剣道に感
銘を受け、「韓国のコムド」ではなく「日本の剣道」を
学ぶためにこのクラブに所属しているという者もおり、
筆者自身、恐れ多くも今後の「日本剣道」ということを
多少なりとも考えることができとても有意義な滞在であ
った。
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The Practical Case of Japanese Martial Arts in the United States
Kentaro TAKAHASHI
The author stayed at Georgia Institute of Technology in the U.S. as a visiting assistant professor during nine
months. Recently, Japanese martial arts have promoted internationalization. The author was in communication with the
local people using KENDO which he has practiced as one of his lifework. In this essay, it reports that the author took
part in the some KENDO events and what to feel in the southeast of the U.S. Then the author briefly reports on the
Georgia Kendo Alliance and Southeast US Kendo Federation. Finally it informed how to get the KENDO-GU (protector
and bamboo sword) and the textbook about KENDO for American people.
